
 

 

 

 

 

 

 

 

団体名 元気ステーションまさき推進委員会 

 

スローガン 支え合いは、みんなの手で進めよう！ 

 

協議体の特徴 

令和元年１２月に東金市内で最初に第２層協議体を設置。 

協議体は、地区振興協議会、区長会、地区社会福祉協議会等の地

域住民に加え、地区内の社会福祉法人と医療法人にて構成される。 

令和２年に実施した高齢者ニーズ調査から見えた地域課題「介護

予防」と「社会参加」について、ターゲット別（外に出て参加でき

る人／参加したくても家から出ることができない人／参加したくな

い人）に協議を進め、令和４年度から通いの場の開催と広報誌の発

行を開始。 

令和６年度からは、認知症の啓発活動にも取り組んでいる。 

 

これまでの歩み 

令和元年１２月 正気地区介護予防・生活支援サービス推進委員 

会設立 

令和２年２月  高齢者ニーズ調査を実施 

令和４年７月  第１回「通いの場元気ステーションまさき」開催 

令和４年７月  広報誌「元気ステーションまさき」第１号発行 

 令和５年４月  正気地区振興協議会へ加入 

 令和５年１１月 第１回「通いの場元気ステーションまさき お

楽しみバスツアー」開催 

令和６年７月  認知症啓発活動を開始 

 令和７年１月  委員会の名称を「元気ステーションまさき推進 

         委員会」に変更 

 

 

 

 

 

第 2 層協議体 

正気地区 

令和８年度メンバー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外に出て参加する 

 

通いの場 元気ステーションまさき 

 

    １・３・７・９月 家徳公民館にて開催 

    各種サークルや専門職による多彩なプロ

グラムで健康づくりを応援 

    ドアツードアの個別送迎対応（希望者） 

    地区のボランティアスタッフが活躍 

✨開始当時は数名だった参加者は回を重ね

るごとに増え、令和７年度は約４０名が参

加した。 

✨介護予防の効果に合わせ、仲間づくり・役

割づくり・地域のつながりづくりの場にな

っている。 

 

家にいても 

地域とつながる 

 

広報誌 元気ステーションまさき 

 

    １・４・７・１０月発行 

    回覧及び民生委員による一人暮らし高齢

者への配布 

    「各区の紹介」など身近な情報を掲載 

    「通いの場元気ステーションまさき」の様

子をお知らせ 

    大きい字とたくさんの写真で高齢者に優

しい誌面 

✨ 民生委員による一人暮らし高齢者への配

布で、定期的な見守りの機会になっている。 

✨地区への愛着やつながりを感じることが

できる。 

✨健康づくり・仲間づくりを呼びかけ、外に

出るきっかけになっている。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

外出する喜びを支援 

 

通いの場 元気ステーションまさき お楽しみバスツアー 

 

    通いの場の一環として５月と１１月に開

催 

    買い物や外食を組み合わせ、これまでに銚

子・成田・いすみ方面へ外出 

    構成団体である医療法人のバスを利用 

    地区のボランティアスタッフが活躍 

✨目で見て買い物できる喜び、みんなで食事

をともにする喜びを味わうことができる。 

✨バスの車中はおしゃべりが絶えない。仲間

づくり・地域のつながりづくりの場になっ

ている。 

 

気にかけあう 

地域を目指して 
認知症の啓発活動 

 

    「通いの場元気ステーションまさき」では、

浅井病院秀野名誉院長による座談会を実

施。認知症をテーマにさまざまな講話で理

解を深めるとともに、ざっくばらんな質疑

応答が好評。 

    「認知症ワンポイント」を広報誌に掲載。

認知症の方の「心温まるエピソード」などを

紹介している。 

 

✨ 参加者の声 

 「参加するたびに色々な話が聞けて大変た

めになります」 

✨役員の思い 

 「認知症への理解を深め、隣近所で気にかけ

あうことが大事。正気地区が先頭となり

取り組んでいきたい」 

  

 


